
　
社
協
の
合
併
後
、
18
年

経
過
し
、
100
号
を
発
行
で

き
た
こ
と
は
、
嬉
し
い
限

り
で
す
。

　
さ
て
、
昭
和
37
年
、
全

国
社
協
が
、
社
協
組
織
と

活
動
の
あ
り
方
を
示
す
基

本
要
項
を
策
定
し
、
今
回
、

社
会
情
勢
の
変
化
と
と
も

に
社
協
の
果
た
す
役
割
の

広
が
り
か
ら
、
30
年
ぶ
り

に
改
定
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
中
で
唯
一
不
変
の

原
則
は
、「
住
民
主
体
」
で

あ
り
、
60
年
以
上
の
時
を

経
て
も
変
わ
ら
な
い
普
遍

的
な
も
の
で
、
活
動
の
根

幹
を
な
す
も
の
で
す
。
当

社
協
も
黒
子
の
よ
う
な

存
在
と
し
て
地
域
に
寄
り

添
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
活
動
原

則
を
も
と
に
、
社
協
理
念

「
共
に
さ
さ
え
あ
い
笑
が
お

で
暮
ら
せ
る
地
域
を
め
ざ

し
て
」、
地
域
を
中
心
と
し
、

社
協
の
役
割
を
果
た
す
よ

う
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
の
御
協
力

を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

会 

長  

溝 

口  

敏 

久

広
報
紙
100
号
に寄

せ
て

Ａコープあおぞら店

ナフコ志布志店

生協コープかごしま志布志店

サンポートしぶしアピア

ニシムタ志布志店

ほりぐち志布志店

サンポートしぶしアピア

ニシムタ志布志店

ミネサキ有明店

赤い羽根共同募金運動スタート
ご協力よろしくお願いします‼

志布志市社会福祉協議会　第１００号

この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金の一部により発行されています。

ささえ あ い
令和６年１１月１３日発行

社協シンボルマーク



令和６年度 志布志市地域福祉推進大会を開催します
令和６年１１月２３日（土曜日）  勤労感謝の日

場所 … コミュニティセンター志布志市文化会館
時間 … １０時から１１時５５分まで

永年にわたり地域福祉の発展に寄与された方々を表彰するとともに、
「地域で備える防災について」と題しシンポジウムを行います。

皆様のご来場を心よりお待ちしております。

志布志市地域福祉推進大会会長表彰（敬称略）

児童・生徒のふれあいボランティア活動事業表彰

〈表彰の部〉

〈感謝の部〉

①�　民生委員児童委員として、８年以上その職務に従事し、功績があって、現に在職している者（1名）

  児童・生徒のふれあいボランティア活動事業 50 ポイント達成者（6名）

⑤�　社会福祉の向上・推進に多大の金品を寄附又は、その事業並びに活動に協力している者、団体（１団体）

②�　社会福祉施設の長及び職員、並びにホームヘルパー・相談員として12 年以上その職務に従事し、功績が顕著であって、
現に在職している者（7名）

③�　社会福祉団体等の役員及び職員として、９年以上その職務に従事し、功績が顕著であって、現に在職している者（３名）

④�　社会福祉事業の推進のために５年以上にわたり、ボランティア活動を行い、又はボランティア活動への支援を行っ
ている個人、グループ、団体、企業、学校等（２名）

町　　　名 氏　　　　名

志布志町 長
ナ ガ

　野
ノ

　正
マ サ

　冨
ト ミ

町　　　名 氏　　　　名 町　　　名 氏　　　　名

松山町 平
ヒ ラ

　原
ハ ラ

　三
サ ブ

　郎
ロ ウ 有明町 小

オ ノ ダ

野田　かつ子
コ

志布志町 木
コ

　幡
ハ タ

　一
カ ズ

　夫
オ

町　　　名 氏　　　　名 町　　　名 氏　　　　名

有明町 藤
フ ジ

　田
タ

　　　薫
カオル 有明町 本

ホ ン

　地
ジ

　正
マ サ

　子
コ

町　　　名 氏　　　　名

志布志町 有
ユ ウ ゲ ン カ イ シ ャ

限会社　ミヤウチ

町　　　名 氏　　　　名 町　　　名 氏　　　　名

志布志町 市
イ チ

　來
キ

　優
ユ

　楽
ラ 志布志町 川

カ ワ

　越
ゴ エ

　陽
ハ ル

　希
キ

志布志町 徳
ト ク

　重
シ ゲ

　瑠
ル

　威
イ 志布志町 山

ヤ マ

　中
ナ カ

　徠
ラ

　夢
ム

志布志町 西
ニ シ

　　　麗
ウ ラ

　晶
ラ 志布志町 末

ス エ

　野
ノ

　愛
マ ナ

　花
カ

町　　　名 氏　　　　名 町　　　名 氏　　　　名

志布志町 白
シ ラ

　濱
ハ マ

　克
カ ツ

　博
ヒ ロ 曽於市大隅町 大

オ オ

　迫
サ コ

　宏
ヒ ロ

　子
コ

有明町 吉
ヨ シ

　岡
オ カ

　かおよ 有明町 入
イ リ

　江
エ

　英
ヒ デ

　美
ミ

曽於市大隅町 鈴
ス ズ

　木
キ

　　　稔
ミノル 志布志町 肝

キ モ

　付
ツ キ

　大
ダ イ

　輔
ス ケ

志布志町 道
ミ チ

　上
ウ エ

　菜
ナ ホ コ

穂子
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サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た

ポイント

ボランティア ポイント
   olunteer  point　

小
・
中
高
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

地
域
活
動
を
行
っ
た
時
に
、「
ふ
れ
あ
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
カ
ー
ド
」
に
押
印
を
も

ら
い
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
い
く
こ
と
で
、

継
続
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
と
繋
が

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

20
ポ
イ
ン
ト

☆
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス
☆達

成森山小学校  １年

一
い ち き

木 七
な な ほ

歩さん

森山小学校  ２年

岩
いわきり

切 耀
ようへい

平さん

150
ポ
イ
ン
ト

☆
達
人
ク
ラ
ス
☆

達
成森山小学校 ４年

一
い ち き

木 妃
ひ よ り

由利さん

　
福
祉
に
関
す
る
興
味
や
関
心
を
持
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
意
識
と
理
解
を
深
め
、
今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
積
極
的
参
加
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　
受
入
事
業
所
・
団
体
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特別養護老人ホーム賀寿園

有明保育園

ありあけ苑

放課後等デイサービス ららら kids

あんらく保育園

通山サロン

デイサービスセンターやっちく

コーヒータイム i ｎ森山

災害ボランティアセンター設置・運用訓練

しぶし幼稚園

オレンジほっとカフェたまり場

セルプしぶし

供養松サロン

志布志市社協デイサービス

○
参
加
者
の
感
想

★�

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
通
し
て
一
番
感
じ

た
事
は
、
自
分
が
思

う
よ
り
言
葉
の
壁
は

な
い
の
だ
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
息
子
も

一
緒
で
い
い
経
験
に

な
っ
た
こ
と
は
、
間

違
い
な
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
自
体
も
身
近

に
感
じ
た
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

★�

一
緒
に
お
話
し
し
た

り
ご
飯
を
作
っ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
て

楽
し
か
っ
た
。
お
別

れ
を
す
る
時
も
「
あ

り
が
と
う
、
ま
た
来

て
ね
」
と
言
っ
て
く

だ
さ
っ
て
も
っ
と
お

話
し
し
た
か
っ
た
な

と
思
っ
た
。
高
齢
者

の
方
々
が
笑
顔
で

過
ご
せ
る
よ
う
に
、

困
っ
て
い
る
人
が
い

た
ら
声
を
か
け
助

け
て
あ
げ
た
い
し
、

も
っ
と
こ
う
い
う
施

設
が
増
え
て
欲
し
い

と
思
っ
た
。
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　8月 26日（月）に有明地区公民館において、令和 6年度災害ボランティアセンター設置・運
用訓練を実施し、災害ボランティアセンターの役割や流れについて確認をした後、実際に訓練を
実施しました。
　その後、志布志市社協福祉課長による能登半島地震九州ブロック災害派遣支援の実施報告と志
布志市役所総務課危機管理監の萩原様による「南海トラフ地震臨時情報等、能登半島地震の現地
を見て」と題し講話をいただきました。災害への備え、防災について考える機会としました。

〇参加者の声（アンケートより）
★�初めての活動でしたが、訓練が大切であり経験してみないとわからない事がたくさんあって勉強に
なりました。
★�大変勉強になりました。まだまだ改善する事が多いですが、年に１回ではなく何回かあれば良い。
実際は、もっと混乱すると思うので、係の方も落ち着いて対応して欲しい。

　志布志市社協では、今後も志布志市ボランティア連絡協議会と共催で災害ボランティアセンター設置・
運用訓練を継続して実施していきます。
　大規模な災害が発生した場合には市民の皆様も被災者となることも想定されます。近隣の被災者の方
へ災害ボランティアセンターで生活再建のお手伝いをしていることを教えたり、被害がなかった場合に
は、ご近所同士の助け合いや災害ボランティアセンターでの道路（場所）の案内など地域の方にしかで
きない活動もあります。社会福祉協議会では災害時も地域の方が共にささえあって暮らしていける地域
づくりを進めてまいります。

※写真は全てイメージです。

災害ボランティアセンター設置・運用訓練を実施

①ニーズ受付

⑧活動報告

②ボランティア受付

⑦救援活動

③オリエンテーション

⑥資材の貸し出し･送迎

④マッチング

⑤グルーピング

『災害ボランティアセンターにおける活動の流れ』

被災者からの依頼を
受け付けます。必要
に応じて、依頼促進
のチラシ配付や現地
調査を行います。

リーダーは活動状況と
活 動 継 続 の 有 無 を ス
タッフに報告します。活
動継続が必要な場合は
引継ぎ事項を伝えます。

受付票とボランティア
活動保険加入カード
への記入、名札の作
成を行います。

「 被 災 者 に『 寄 り 添
う』」という気持ちを
大 切にしながら、福
祉救援活動を行いま
す。

被 災 者 の プ ラ イバ
シーの保護や寄り添
うことの大切さなど
活動上の留意事項等
の説明を受けます。

必要な資材等の貸し出し
のチェックを受けます。
必要に応じて作業用車両
の貸し出しやボランティ
アの送迎も行われます。

被災者からの依頼内
容の説明を聞き、参
加したい活動に手を
挙げ、活動先を選択
します。

グ ル ープ を つ くり、
リーダーを決め、詳
しい依頼内容の説明
を受けます。
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令
和
６
年
９

月
７
日
（
土
）

新
橋
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
、
自
治
会

長
、
新
橋
地
区

住
民
に
よ
る「
新

橋
地
区
防
災
研

修
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
は
非

常
食
の
炊
き
出

し
訓
練
と
地
域
で
備
え
る
防
災
に
つ
い

て
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
自
治
会
で
声
を
掛
け
合
い
、

見
守
り
な
ど
の
手
助
け
が
で
き
る
よ
う
、

日
頃
か
ら
近
所
同
士
の
繋
が
り
が
大
切

だ
と
の
こ
と
で
、
何
気
な
い
普
段
の
つ

な
が
り
が
大
切
で
あ
る
と
再
確
認
し
た

一
日
に
な
り
ま
し
た
。

『
新
橋
地
区
防
災
研
修
会
』を

実
施
し
ま
し
た

（
寄
稿
：
新
橋
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

　令和６年１月１日に発生した能登半島地震に伴い設置・運用されている珠洲市
災害ボランティアセンターの運営支援に行ってまいりました。
　派遣期間は８月５日から 12 日までの６泊７日で、初日と最終日は鹿児島市、
金沢市間の移動日で、実質５日間の支援でした。
　震災発生後から７か月経過しておりますが、珠洲市に向かう道中も土砂崩れに
よる通行止めや、うねりや隆起と陥没があり通常の速度では通行できない場所も
多々ある状況でした。珠洲市内に入ると倒壊した家屋も交通等に影響のない部分
は片付けも進まずそのままの状態で、倒れないように支えのしてある家や瓦が落
ちてブルーシートで応急措置されたままの家など被害の状況が見て取れ、海沿い
の地区では液状化現象の影響でマンホールが地表に浮き上がってしまっている状
況でした。水道復旧率も家の前までは７割とのことでしたが、家屋がそういった
状況で修復が進まず３割程度とのことでした。

　珠洲市社会福祉協議会は珠洲市役所庁舎内の一角にあり、珠洲市災害ボランティアセンターは市役所敷地
内の駐車場２棟を利用して運営されていました。
　私はオリエンテーション・マッチング班を担当し、被災された方々の困りごとと全国から駆け付けてくだ
さったボランティアさんを結び付ける業務を行いました。

　派遣時の主なニーズは家屋からの家具類の運び出し、ゴミの搬出、庭に散乱したがれき等の撤去・廃棄で
した。
　酷暑の中、全国から駆け付けてくださり、被災された方々のために一生懸命取り組まれるボランティアの
方々には本当に頭の下がる思いでした。
　まだまだ支援が必要な状況で、ボランティアの方々をはじめ、珠洲市社協の皆さんが被災者の方々に寄り
添いながら復興に向けて頑張っておられる姿を目の当たりにして、その一助になれればとの思いで活動して
まいりました。
　珠洲市災害ボランティアセンターの活動の様子は珠洲市社会福祉協議会のフェイスブックにアップされて
います。ご覧ください。

珠洲市災害ボランティアセンターの運営支援報告� 福祉課 勝目
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共同募金は、赤い羽根をシンボルに
「赤い羽根共同募金運動」が１０月１日から展開されています。

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう「じぶんの町を良くするしくみ」です。
　
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金

は
鹿
児
島
県
共
同
募
金
会
に
送

金
後
、
募
金
の
一
部
が
助
成
金
と

し
て
志
布
志
市
共
同
募
金
委
員

会
が
受
け
入
れ
、
地
域
福
祉
活
動

に
取
り
組
む
団
体
等
の
活
動
経

費
と
し
て
助
成
し
、
地
域
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
助
成
を
受
け

ら
れ
た
一
部
団
体
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
つ
な

が
る
居
場
所
作
り
と
し
て
２
か

月
に
１
回
子
ど
も
食
堂
を
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

★
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
カ
レ
ー
が
と
て
も
美
味
し
い
で

す
。
次
も
ぜ
ひ
、
来
た
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

と
い
っ

た
み
な

さ
ん
の

声
が
聞

か
れ
ま

し
た
。

　
「
仲
間
づ
く
り
」「
健
康
づ
く
り
」

「
生
き
が
い
づ
く
り
」
を
目
的
に

地
域
貢
献
活
動
と
し
て
会
員
か
ら

集
め
ら
れ
た
タ
オ
ル
を
市
内
の
施

設
・
学
校
等
へ
の
寄
贈
や
小
学
生

と
の
世
代
間
交
流
や
ス
ポ
ー
ツ
や

研
修
な
ど
の
活
動
に
よ
り
高
齢
者

の
引
き
こ
も
り
や
孤
立
防
止
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
報
「
し
ぶ
し
」
を
朗
読
し
て

Ｃ
Ｄ
に
録
音
し
、
視
力
障
が
い
者

や
高
齢
者
に
届
け
て
い
ま
す
。

★
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
う
ぶ
ご
え
」
や
「
お
く
や
み
」

の
欄
を

聞
い
て

連
絡
が

で
き
て

よ
か
っ

た
で
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

や「
薬
物
乱
用
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
な
ど
市
内
の
青
少
年
が
健

全
に
過
ご
せ
る
よ
う
啓
発
活
動

に
取
り
組

ま
れ
て
い

ま
す
。
子

育
て
サ
ロ

ン
に
参
加

し
地
域
ぐ

る
み
で
支

え
合
っ
て

い
ま
す
。

　

町
内
の
小
中
学
校
正
門
前
で

の
立
哨
あ
い
さ
つ
、
声
掛
け
運

動
、
駐
在
所
や
学
校
訪
問
、
防
災

研
修
へ
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
児

童
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
地
域
で

安
心
、

安
全
で

明
る
く

生
活
で

き
る
よ

う
に
活

動
さ
れ

て
い
ま

す
。

　

子
育
て
支
援
と
地
域
交
流
の

場
づ
く
り
を
目
的
に
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
ほ
っ
と

カ
フ
ェ
も
開
催
さ
れ
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代

の
集
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
、
親
子
、
子
ど

も
同
士
が
食
を
通
じ
て
、
交
流

の
促
進
を
図
る
た
め
に
月
２
回

子
ど
も
食
堂
を
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
毎

回
、
満
腹

に
な
っ
た

子
ど
も
た

ち
の
笑
顔

が
あ
ふ
れ

て
い
ま

す
。

あ
り
あ
け
子
供
食
堂

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
鈴
」

有
明
町
更
生
保
護
女
性
会

や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
食
堂

志
布
志
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

志
布
志
町
更
生
保
護
女
性
会

地
域
♥
子
育
て
支
援
サ
ロ
ン

Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
カ
フ
ェ
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～ しぶし生活自立支援センター「ひまわり」です ～
生活困窮者支援の一環とし食料支援等を行っています。市民の皆様や団体の方々より

食料品や日用品等の寄附をいただき必要とされる方へお届けしています。

福
祉
機
器
の

貸
し
出
し
を

し
て
い
ま
す

　
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
福
祉
機
器
（
車
い
す
・
電
動

ベ
ッ
ド
・
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
等
）

の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
料
金
は
無
料
（
電
動
ベ
ッ
ド
の

マ
ッ
ト
レ
ス
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代

が
実
費
）
で
、
貸
出
期
間
は
最
大

６
か
月
で
す
が
、
福
祉
機
器
の
運

搬
は
、
原
則
と
し
て
借
り
受
け
者

で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
対
象
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
で
、

疾
病
・
傷
病
等
で
一
時
的
に
福
祉

機
器
を
必
要
と
さ
れ
る
方
。）

　
詳
し
く
は
、
在
宅
介
護
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
問
合
せ
先
）

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

在
宅
介
護
課  

福
祉
サ
ー
ビ
ス
係

℡ 

０
９
９ｰ

４
７
２ｰ

１
８
０
０

シャワー
チェア

ベッド

車いす

ご寄附ありがとう
ございます

◇ご寄附をいただいた方々の一部を紹介します◇

《問い合わせ先》
しぶし生活自立支援センター「ひまわり」
志布志町志布志３丁目２７-２３　　☎０９９-４７２-１８３０

志
布
志
市
商
工
会
女
性
部
様

（
柿
元
ま
ゆ
み
部
長
）よ
り

　
令
和
６
年
６
月
、
９
月
に
、

お
米
、
カ
ッ
プ
麺
、
菓
子
類

の
食
料
品
や
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
等
の
日
用
品
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
大
隅
・

し
ぶ
し
子
ど
も
食
堂
様

（
田
浦
天
志
代
表
）よ
り

　

令
和
６
年
４
月
、
５
月
、

８
月
、
９
月
に
サ
バ
イ
バ
ル

パ
ン
、
菓
子
等
や
日
用
品
等

の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

志
布
志
東
洋
埠
頭

株
式
会
社
様
よ
り

　
令
和
６
年
８
月
に
お
米
の

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
見
孝
子
様
よ
り

　
令
和
６
年
６
月
、
10
月
に

食
料
品
等
の
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

鳥
濱
一
子
様
よ
り

　
令
和
６
年
４
月
に
お
米
の

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
家
庭
菜

園
の
野
菜
や
米
、
レ

ト
ル
ト
食
品
等
た

く
さ
ん
の
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

生活での様々な困りごとの相談を受けています。
生活に困っている方や悩んでいる方がいらっしゃいましたらお気軽にご相談ください。相談は無料です。
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第
100号

 2024.11
社

協
シ

ン
ボ

ル
マ

ー
ク

発
 行

/	 社
会

福
祉

法
人

 志
布

志
市

社
会

福
祉

協
議

会
（

志
布

志
市

健
康

ふ
れ

あ
い

プ
ラ

ザ
）

	
〒

899-7103 志
布

志
市

志
布

志
町

志
布

志
3222-1

TEL：
099-472-1800　

　
FAX：

099-472-1593
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

http://shibushi-syakyo.jp/
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

：
info@

shibushi-syakyo.jp
さ

さ
え

あ
い

香
典
返
し
寄
附
金

篤
志
寄
附
金

物　
品　
寄　
附

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金

令
和
６
年
９
月
能
登
半
島
大
雨
災
害
義
援
金

　

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
附
は
、

志
布
志
市
の
地
域
福
祉
向
上
の
た

め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

寄
附
者
の
ご
承
諾
を
い
た
だ
い

た
方
の
み
掲
載
を
し
て
お
り
ま
す
。

（
令
和
６
年
７
月
22
日
か
ら

令
和
６
年
10
月
８
日
ま
で
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名

（
敬
称
略
）

平　

和　
川
畑
ま
ち
子　

故
西
山
ツ
ユ
子

中
西
谷　

皿
良
公
子　

故
孝
美

中
大
黒
2　

松
元
秀
雄　

故
良
子

丸　

岡　

白
浜
洋
一　

故
白
濱
ス
ミ
子

松　

波　
池
平
眞
知
子　

故
初
夫

樽　

野　

德
増
良
子　

故
サ
エ
コ

北
大
原　
福
地
ア
ヤ
子　

故
勝
也

上
有
明　

重
森
春
男　

故
幸
子

下　

柳　

山
重
孝
幸　

故
魏

東
夏
井　

平
瀬
淳
一　

故
津
代

中
大
黒　

山
下
景
子　

故
静　

桜
ヶ
丘　
有
村
ツ
ミ
子　

故
政
信

森　

山　

森
川
英
仙　

故
チ
ド
リ

下
宮
内　

谷
田
光
司　

故
勝
弘

昭　

和　
日
高
る
り
子　

故
浩
一
郎

山
久
保　
小
久
保
勝
春　

故
ナ
ミ
子

田
吹
野　

川
俣
辰
雄　

故
サ
チ
子

大　

迫　

新
西
澄
治　

故
ク
ニ
子

上
出
水　

徳
田
幸
朗　

故
德
田
サ
チ
子

東
原
西　
山
岡
タ
ツ
子　

故
利
實

下
野
井
倉　

野
口
昭
浩　

故
英
子

上
普
現
堂　

大
堀
和
幸　

故
幸
雄

中
肆
部
合　
山
中
ア
サ
子　

故
辰
雄

東
大
久
保　

安
留
正
昭　

故
秋
雄

高　

吉　

山
内
勝
典　

故
和
子

芝　

用　

石
田
春
嘉　

故
カ
ズ

中
山
之
口　

西　

洋
一　

故
キ
ミ

中　

原　
猪
八
重
孝
志　

故
ミ
エ

市
ノ
原　
長
利
久
美
子　

故
勇

東
野
久
尾　
川
島
香
代
子　

故
信
行

　

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
の

方
々
よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
令
和
６
年
７
月
22
日
か
ら

令
和
６
年
10
月
８
日
ま
で
受
付
分
）

（
敬
称
略
）

・�

志
布
志
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

連
絡
協
議
会

６
，
９
０
０
円

・�

志
布
志
中
学
校
昭
和
38
年
卒
業

生　

志
友
会

１
４
，
８
１
７
円

・
㈱
東
洋
埠
頭

　
　

�

精
米
５
㎏　

４
袋

・
し
ぶ
し
子
ど
も
食
堂

　
　

�

ニ
ュ
ー
コ
ー
ン
ミ
ー
ト
、
菓
子

　

他

・
馬
場
與
市

　
　

�

冬
瓜　

７
個

・
志
布
志
市
商
工
会
女
性
部

　
　

�

新
米　

10
㎏
、ジ
ュ
ー
ス
、菓
子
、

調
味
料
、
日
用
品  

他
多
数

・
匿
名
希
望

　
　

�

籾
、
食
料
品　

調
味
料
、
菓
子
、

日
用
品  

他
多
数

・
二
見
孝
子

　
　

�

米
５
㎏
、
日
用
品
多
数

（
令
和
６
年
７
月
22
日
か
ら

令
和
６
年
10
月
８
日
ま
で
）

（
敬
称
略
）

・
松
山
町
更
生
保
護
女
性
会

２
，
１
２
０
円

・
市
役
所
本
庁
義
援
金
箱

１
，
３
３
３
円

・
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
義
援
金
箱

５
，
０
２
８
円

・
市
役
所
有
明
庁
舎
義
援
金
箱

２
，
６
４
３
円

・
ア
イ
シ
ョ
ッ
プ
泰
野
店

８
，
６
１
３
円

・
市
役
所
松
山
庁
舎
義
援
金
箱

１
，
６
６
１
円

　

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額

１
，
７
１
８
，
３
２
８
円

（
令
和
６
年
７
月
22
日
か
ら

令
和
６
年
10
月
８
日
ま
で
）

（
敬
称
略
）

・
市
役
所
本
庁
救
援
金
箱２

５
１
円

・
市
役
所
有
明
庁
舎
救
援
金
箱

５
３
０
円

・
市
役
所
松
山
庁
舎
救
援
金
箱

３
６
０
円

　

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額

５
０
１
，
５
３
７
円

（
令
和
６
年
９
月
25
日
か
ら

令
和
６
年
10
月
９
日
ま
で
）

（
敬
称
略
）

・
㈱
ア
ト
ム　

代
表　

柿
元
俊
郎

１
０
０
，
０
０
０
円

・
志
布
志
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

２
，
４
２
４
円

　

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額

１
０
２
，
４
２
４
円

皆
様
の
善
意
に

感
謝
い
た
し
ま
す

※�

こ
の
義
援
金
の
期
間
は
、

　

令
和
６
年
12
月
27
日
ま
で
で
す
。

※�
こ
の
義
援
金
の
期
間
は
、

　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

「
福
祉
職
場
就
職
支
援

講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
１
月
25
日（
土
）、
２

月
１
日（
土
）
に
、
福
祉
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

福
祉
現
場
で
働
く
た
め
に
必
要
な

知
識
や
技
術
な
ど
を
学
ぶ
た
め
の

連
続
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

福
祉
職
場
に
就
職
・
復
職
を
希

望
す
る
方
な
ど

【
講
座
内
容
（
全
４
回
）】

・�

第
１
回 「
福
祉
の
基
礎
知
識
①
」

	�


歴
史
、
法
律
、
制
度
、
福
祉
の

現
状
と
将
来

・�

第
２
回 「
福
祉
の
基
礎
知
識
②
」

	
�

福
祉
の
各
分
野
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

支
え
る
様
々
な
職
種
、
施
設
、
資
格

・�

第
３
回 「
介
護
技
術
の
基
礎
①
」

	
�

立
位
、
ベ
ッ
ド
上
で
の
移
動
、

車
椅
子
の
介
助

・�

第
４
回 「
介
護
技
術
の
基
礎
②
」

	
�

衣
類
の
着
脱
、
排
泄
の
介
助

【
日　
程
】

１
月
25
日（
土
）：
第
１
回
・
第
２
回

２
月
１
日（
土
）：
第
３
回
・
第
４
回
を
開
催

【
募
集
定
員
】

各
回
40
人
（
申
込
先
着
順
）

【
開
催
場
所
】

カ
ク
イ
ッ
ク
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

（
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

【
申
込
締
切
】

令
和
７
年
１
月
10
日（
土
）（
必
着
）

【
申
込
方
法
】

所
定
の
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
鹿
児
島
県
社
会
福

祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
９-

２
５
８-

７
８
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
９-

２
５
０-

９
３
６
３

E-mail : jinzai12@kaken-shakyo.co.jp
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志
布
志
本
所
受
付

志
布
志
本
所
受
付

志
布
志
本
所
受
付

松
山
支
所
受
付

松
山
支
所
受
付

有
明
支
所
受
付
分

松
山
支
所
受
付
分

志
布
志
本
所
受
付
分

志
布
志
本
所
受
付

志
布
志
本
所
受
付

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー「
ひ
ま
わ
り
」受
付

有
明
支
所
受
付

有
明
支
所
受
付


